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 序論 MOTと PLMの有機的結合 
 研究の背景と目的 
IT経営（注１）から IoT (Internet of Things)経営（注２）の時代へシフトするといわれている．経営・業務・
IoTの融合による企業価値の最大化は，他社・他国との競争のために必要不可欠であり，そのためにも IoT


























最適化を目的としている（図 1-2） [3] [4]． 
 
図 1-2 PLMのポジショニング 
出所 PTCジャパンとの検討資料[2] より筆者作成 
 
① 狭義と広義の PLMシステム 
NEC[1]の定義を便宜的に採用しているが，実際には PLMの定義は各ベンダーや研究者らによって微妙に





























図 1-4 BOM 






















































日経ものづくりの調査結果の 2倍であった（図 1-6）． 
 
 




共に 39.1%と最も多い，次いで「言葉の定義があいまい」が 17.4%と続き，やはりエンドユーザに PLMの概
















































い」は 10.8%と，日経ものづくりの調査結果の 3分の 1であった（図 1-8） 
 
 



























































































































日経ものづくりの調査結果の 2倍であった（図 1-10）． 
 
 




共に 39.1%と最も多い，次いで「言葉の定義があいまい」が 17.4%と続き，やはりエンドユーザに PLMの概
念が浸透していないことがうかがえる（図 1-11）． 
20.3% 32.4% 18.9% 27.0% 1.4%

















い」は 10.8%と，日経ものづくりの調査結果の 3分の 1であった（図 1-12） 
 
 




































































発」などは 8.0%であった（図 1-15）． 
 
 





















図 1-16東海 4県と日経ものづくり（2010年）の調査対象企業規模 
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 価値創造にむけたMOTと PLM 有機的結合の考察 
 背景・目的 






先行研究から企業が付加価値を生み出すことを可能にする技術経営（Management of Technology, MOT）を最






























































































































図 2-7企画 BOM～設計 BOMの作成 
 
 新規設計プロセスにおける業務モデル定義および具体的活用例 
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最後に， 私たちの調査が PLMの適切な使用方法を理解するのに役立つことを願っている。 
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ここで，Pkはチェック項目 kにおける個別得点，niは着眼点 iのチェック項目数である。 
次に，付加価値創造の 3要素のうち，要素 eにおける平均得点Veの算出式を（2）式に示す。 
 











































価値創造プロセスの 2.0点，事業価値創造の 1.7点であった。 
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製造業における，IoTを活用した IoTのビジネスモデルについて桑津 [5] は 3つの軸を挙げる（表 4-1）． 
 





























・ 自社製品に IoTデバイスを組み込むこと 
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 経営戦略にもとづくIoTと PLMの有機的結合の具現化 
 背景・目的 
近年では製品を，センサやネットワークを組み合わせて管理する「モノのインターネット（Internet of 
Things, IoT）」の活用が増加の一途であり [1]，製品を軸にした新たな付加価値創造が期待される． 















































製造業における，IoTを活用した付加価値創造の流れを図 5-1に示す [6]． 
 
 











































































② 経営戦略を「付加価値創造の 3要素」にブレイクダウンさせる 











以下に具現化の例として PLM上の 2つの業務プロセス（商品企画，開発設計）及び 3つの業務フローモデ
ル（商品企画，新規設計，設計変更）に着目し，IoTが，PLMの視点からどのように付加価値創造に貢献す
るかを示す「価値創造マップ」を作成し，例示する． 










































































 IoTと PLMの有機的結合による具現化 


































































収集 保守サービス連携 　　　○③ ○ ○
保守サービス 　　　○③ ○ ○
保守診断コスト 　　　○③ ○ ○
保守サービス 　　　○③ ○ ○






































































































































収集 故障・障害監視 ○ ○ ○ ○
収集 製品稼働情報 ○ ○ ○ ○
分析 故障解析 ○ ○ ○ ○
分析 稼働分析 ○ ○ ○ ○
制御 故障解析 ○ ○







制御 故障解析 ○ 　　　○②
収集 設備稼働情報 ○ 　　　○②
分析 稼働分析 ○ 　　　○②
制御 稼働分析 ○ 　　　○②
収集 製品稼働情報 ○ ○ ○ 　　　○③
分析 稼働分析 ○ ○ ○ 　　　○③
制御 稼働分析 ○ 　　　○③
収集 設備稼働情報 　　　○① 　　　○③
分析 稼働分析 　　　○① 　　　○③




収集 設備稼働情報 ○ ○
分析 稼働分析 ○ ○
制御 稼働分析 ○
収集 設備稼働情報 ○ 　　　○④
分析 稼働分析 ○ 　　　○④
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出する IoT（Internet of Things）の時代が到来したと言われている．IoT市場規模の予測は今後 2014年の 6500
億ドルから年平均 16.9%増加し，2020年には 1.7兆ドルまで拡大する予測である [1]．2015年時点で IoTデバ




















































































































IoT検定[注 4]は，検定対象者として以下 4つのタイプを示している [11]：① IoTを取り入れる組織の経営
者および管理者，② IoT化を推進するプロジェクトの企画担当者，③ IoTを活用しデータ分析を行う利用
者，④ IoTシステムの構築・保守に携わるエンジニア 




















































































































































































































標準V3 2011 改定」定義を参考にした [3]．定義は次のとおりである：レベル 1…基礎知識として有してい
る，レベル 2…IoTスキルを実践するための基本的な知識として有している，レベル 3…応用知識を有し，ア
ドバイスのもと実践できる，レベル 4…高度[注 7]な知識を有し，単独で実践できる，レベル 5…実践経験が
有り，後進者への指示指導や育成ができる． 
 




































































































































実行できる IoT人材の 6種の人材タイプ，人材像，および人材タイプ別スキル標準の定義を行った[注 8]． 
スキルレベルを 5段階に設定し，スキル分野ごとに「スキルレベル」を設定することで，人材タイプ別に
必要な知識や実践力，育成力を可視化することができる． 
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IT経営（注１）から IoT (Internet of Things)経営（注２）の時代へシフトするといわれている。経営・業務・
IoTの融合による企業価値の最大化は、他社・他国との競争のために必要不可欠であり、そのためにも IoT


















































































































10.3％、「部長クラス」が 13.8％、「課長クラス」が 31.0％、「係長・主任クラス」が 20.7％、「一般社員ク




























































































妥当 33.3% 85.7% 66.7% 88.9% 100.0% 60.0%
妥当でない 66.7% 14.3% 33.3% 11.1% 0.0% 40.0%
妥当 100.0% 57.1% 73.3% 100.0% 100.0% 100.0%
妥当でない 0.0% 42.9% 26.7% 0.0% 0.0% 0.0%
妥当 100.0% 85.7% 86.7% 88.9% 100.0% 80.0%
妥当でない 0.0% 14.3% 13.3% 11.1% 0.0% 20.0%
妥当 100.0% 71.4% 86.7% 100.0% 100.0% 80.0%
妥当でない 0.0% 28.6% 13.3% 0.0% 0.0% 20.0%
妥当 100.0% 85.7% 86.7% 87.5% 100.0% 100.0%
妥当でない 0.0% 14.3% 13.3% 12.5% 0.0% 0.0%
妥当 66.7% 71.4% 86.7% 75.0% 100.0% 80.0%
妥当でない 33.3% 28.6% 13.3% 25.0% 0.0% 20.0%
*p<0.05, **p<0.01
役職
経営層・役員クラス 部⾧クラス 課⾧クラス 係⾧・主任クラス 一般社員クラス 他専門職・特別職等
コーディネータ ** * *
エグゼクティブ * *
デザイナー ** ** *
アーキテクト ** * *
*
アドミニストレータ ** *














妥当 50.0% 83.3% 53.8% 85.7% 66.7% 75.0%
妥当でない 50.0% 16.7% 46.2% 14.3% 33.3% 25.0%
妥当 100.0% 66.7% 91.7% 85.7% 66.7% 100.0%
妥当でない 0.0% 33.3% 8.3% 14.3% 33.3% 0.0%
妥当 50.0% 83.3% 50.0% 85.7% 50.0% 75.0%
妥当でない 50.0% 16.7% 50.0% 14.3% 50.0% 25.0%
妥当 100.0% 50.0% 58.3% 85.7% 50.0% 100.0%
妥当でない 0.0% 50.0% 41.7% 14.3% 50.0% 0.0%
妥当 100.0% 100.0% 66.7% 71.4% 50.0% 100.0%
妥当でない 0.0% 0.0% 33.3% 28.6% 50.0% 0.0%
妥当 100.0% 83.3% 64.3% 71.4% 42.9% 50.0%


























妥当 77.8% 71.4% 88.9% 70.0%
妥当でない 22.2% 28.6% 11.1% 30.0%
妥当 100.0% 85.7% 87.5% 75.0%
妥当でない 0.0% 14.3% 12.5% 25.0%
妥当 100.0% 85.7% 100.0% 80.0%
妥当でない 0.0% 14.3% 0.0% 20.0%
妥当 100.0% 71.4% 87.5% 90.0%
妥当でない 0.0% 28.6% 12.5% 10.0%
妥当 100.0% 85.7% 87.5% 89.5%
妥当でない 0.0% 14.3% 12.5% 10.5%
妥当 77.8% 71.4% 87.5% 84.2%




100名未満 100名以上300名未満 300名以上1000名未満 1,000名以上
コーディネータ ** * *
デザイナー ** * **
アーキテクト ** ** **
アドミニストレータ * **





























妥当 71.4% 80.0% 71.4% 63.2%
妥当でない 28.6% 20.0% 28.6% 36.8%
妥当 100.0% 100.0% 85.7% 72.2%
妥当でない 0.0% 0.0% 14.3% 27.8%
妥当 71.4% 80.0% 42.9% 66.7%
妥当でない 28.6% 20.0% 57.1% 33.3%
妥当 83.3% 80.0% 42.9% 66.7%
妥当でない 16.7% 20.0% 57.1% 33.3%
妥当 83.3% 60.0% 71.4% 77.8%
妥当でない 16.7% 40.0% 28.6% 22.2%
妥当 66.7% 100.0% 71.4% 54.5%



























































いての知識やスキルの可視化するために検定化した。委員会は 2016年 3月に承認・設立された。 
注５：検定に用いたソフトウェアはR 言語（バージョン 3.4.3）を用いた。 
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